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緒 ・言

　昭和39年に わ れわ れ は 札幌市に お い て牧草花粉症を発

見 し，牧草花粉が札幌地方 に おい て 呼吸器 ア レ ル ギ ー症

の 吸 入 ア レ ル ゲ ソ の 1つ と して重要 で ある こ とをす で に

報告
「）　2，　t？e ， こ の 発見 を契機 と して 、

’
札幌市内の 空中

花粉の飛散状況を検索 した 結果 ，花粉 の 量的 ，

．質的変

動，等に つ い て示唆に 富む知見
3）
を 得 る こ とが で きた ．

こ の 検索 の 当初か ら毎年 9 月初旬 に 1 つ の 花粉飛散の ピ

ーク に 気付き，精査 の 結果 ，エ ゾ ヨ モ ギ の 花粉で ある こ

とが 確認 され た ．そ れ と同時に 初秋に お こ る花粉症 の 存

在 に興味がもたれ ， 検索を続け る うちに ，
こ の エ ゾヨ モ

ギ に よつ て 惹起 さ れた 花粉症が発見 された ．こ の エ ゾ ヨ

モ ギ は 北海道地方に 豊富 に 分布し ， 多量 に花粉を放出す

る の で ，花粉症 の 惹起 ア レ ル ゲ ソ と して の 重要性を 示

唆
3，

した が ， 今回 は現在ま で に 発見 された 花粉性喘息13

例 を含む ヨ モ ギ花粉症25例 4｝5）
に つ い て報告した い ．

エゾ ヨ モ ギ の 分布 と空中花粉飛散状況

　札幌地方に 分布す るい わゆ る Weeds に は イ ラ ク サ 科

の Urtica　spp ．， タ デ科 の Ru 血 ex 　spP ．
， ア カ ザ科 Ch −

enopodium 　spP ．，オ オ バ コ 科 の Plantago 　spP ・
， キ ク 科

の Artemisia　 SPP ．などが挙げられ る が ， 中 で もキ ク科

の ヨ モ ギ属 は きわ め て 豊 富 に 認 め られ ，同 じ キ ク科 の ブ

タ ク サ 属 が み らない こ とが 札幌地 方 の
一

つ の 特徴で あ

る ．キ ク 科の Artemisia属 に 属す る ヨ モ ギ の 種類は か

な り多い が ， 札幌周辺 の そ れは 大部分が Art ・montana

（通称 エ ゾ ヨ モ ギ ， ヤ マ ヨ モ ギ ）に よ り占め られ ，特に

平地 よ り丘陵地 え の 移行部で 林冠 の さけ 目の 向陽地 に 好

ん で 繁茂して い る．こ の 種類は 北海道 ， 樺太 ， 南千島 に
丁

瓜 く分布す る多年草 で ，茎が太 く， 1．5〜2 米 の 高 さに

　
・
写 真 ユ tt

／
午 ゾ ヨ モ ギ （Artemisia　montana ）

札幌市藻岩 山

　　写 真 2． エ ゾ ヨ モ ギ 花 粉 の 光学 顕微 鏡 写 真 （ヵ

ル ベ ラ 染色 × 400拡大）．

達する．開花期は 8〜 9月 で ， 大形の 円錐花序に 多数 の

小形 の 頭花 を つ け ， 風媒花 で あ る （写真 1 ）．

　花粉 は 幾瀬氏 の 分類
6，

に よ る と ， 刺状紋 3 溝孔型 に 属

し，そ の 大 きさは20 × 25 μ 程度で あ る （写真 2 ）．形は楕
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　　　　　 1 ・図 1 ．Chronology　 of 　air ．borne 　 pollens 　 in　Sapporo

，
　Hokkaido ．

　　　写 真 3　 ＝ ゾ ヨ モ ギ 花 粉 の 走 査 電 子 顕 微鏡写真
＊

　　（x1150 ）

　
＊
真空度 2 × 10

−sT ．O ．R ．R ．

　　使 用 電 子 顕微鏡H ・1・SCA 耳，
　ACC 　Volt　20KV

　　 北大 理学 部地 質学教 室 提 供

鬥型 で ，長融 に沿つ て縦に 3 条の 溝を認め ，そ の 溝 の 中

央に発芽孔を認め る．そ の 表面 は 走査電子顕微鏡 （Sca−

nning 　electron 　microscopy ） の 写真 （写真 3 ）に 示す

とお り ， 小 さ い 刺状突 起 を 無数 に 認め る こ とが で きる．

　図 1は札幌市中心 部に お け る 昭和40年 ，41年 の 空中飛

散花粉の 検討よ り得た 花粉飛散歴
3，
で あ るが ， こ れに よ

る と ，
エ ゾ ヨ モ ギ 花粉 の 飛散期間 は ス ラ イ ド上 で 1 ケ

／cm2 以上 の 期間で み る と ， 昭和40年は 8月20日ない し

9 月14日，
1
昭和41年 は 8 月 19目ない し 9月 12目で ， 最高

飛散日は昭和40年で 8 月30日，昭和41年で 8 月28日で あ

つ た ．昭和 40年 ，
41年の 市内と昭和42年 ， 43年 の モ イ ワ

山市民 ス キ ー場 の 花粉飛散状況を総括 して 表 1に 示 した

が ， 札幌周 辺 地区で は 8 月中旬か ら 9 月下 旬を ヨ モ ギ 花

粉飛散期間 と見敏 し得る．

症　例

　 当院内科 ， 小児科 の ア レ ル ギ ー外来を訪れ た い わ ゆ る

ア レ ル ギ ー
性鼻炎 と気管支嗤息患者の 中か ら，その 発作

の 季節性 と諸検査成 績 よ りエ ゾ ヨ モ ギ花粉が ア レ ル ゲ ン

として 主要な 役割 を な して い る と見做され る患者を抽出

し ， 観察した 結果を以下 に の べ る．

　患老 は 表 2 に 示す通 り，5 才か ら55才に 至 る 男11名 ，

女14名の 計25名で ，札幌市内で も丘陵地 帯え の 移行部 ，

市外 は 江別市 ，夕張市 ，三 笠市な どの 周辺地区 の ヨ モ ギ

繁茂地近くに 居住する老が 多い ．ア トピーの 家族歴 お よ

び既往歴 は それ ぞれ 76％ ， 64弩に認め られ て い るが ， こ

の 25例 の 中 に は 父 また は 毋 とそ の 子め 3 組 （症例 7 と

3 ，6 と25，10と15） 6例の 家族内本花粉症罹患例が含

まれて い る．・　　　　　　
’

　臨床症状 と uて は鼻炎，結膜炎 を 主微毒する花粉症 12

例 と喘息症状を主微とする花粉性騅息13例 の 2 つの 型 に

分け られ る．．花粉症で は くさめ i水様性鼻汁 の 他 に結膜
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表 1　 札 幌 市 内 の エ ゾ ヨ モ ギ 花 粉 飛 散 期 間

市

内

市 イ

内 ワ

モ 山

縺 年 1花粉 … 囀 細 ・蔽 散 ・ 1花 粉 ・ 麗輸 ・ 紅

昭 和 40 年 8 月16日 8 月20日 8 月30H 15！cm2

昭 和 41 年 8 月 8 日 8 月19 日 t8月・8倒 13畑
・

9fi　14日

g 月12 目

昭 和 42年

昭 和 43 年

■ ・ ・酬
8 月12 日

8 月24 日

18月27 日

9 月 5 日 36／cm2 9 月22日

9 月 3 日 1　 751… 　 1 ・月16・

g 月24日

9 月28日

9 月26日

9 月27 日

cm
：

； ス ラ イ ド上 1cm2当 り の 意

表 2 　 ヨ モ ギ 花勅症 の 症 例
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L

充噬 ， 掻痒感，流涙などを訴え，中に は 眼球結膜浮腫を

訴 えた 症例 が認め られた ，咽頭部 の か ゆみ ， 咳啾発作を

・伴な うもの も認 め られ た が ， こ れ らは全 く呼吸困難を示

さ な い の で 随伴症状 として の 気管支炎 と推定され るが ，

こ の 成因に ア レ ル ギ ー性の もの を考えて い る ．そ の 他蕁

麻疹，皮膚炎 ，
ク イ ン ケ 浮腫 ， 扁頭痛などの 同時発症 な

い しは合併例が み られ て い る．気管支喘息の 症状は牧草

花粉症と同様 に 軽症また は中等症で ある が ，小児 で ltta
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DUMQ 　　 　 各症状の 出現頻麿

　 　　　　　図2 ． A：a

hmaC 　：

njunctiv

isD 　；　der

t三 tisM ：

grenARCBDUMQ 　　 　 　促　　　 　

＃ 各症 状の出 現頻度． 園 な通 年 的 発 作を示 す も

も認められ てい る ，各症状 の 頻度としては例 数が不充 分

は あるが，図2 に 示

ごと く， 鼻 炎 は 全 例 に，結膜炎は76 ％， 喘 息 症 状は5

唐ﾉ 認 め る結 果 となつた ． 　発症 と経過 に つい て

る と，約50 ％の例 にお い て は20 才未満 に発症 し

い る ．また 50 才以観 の発症 例はなか つ た．最少年

症 例は5才で あ る が ， 発 症年令は 不明であ つた．そ の

過年数は 明確に し得 な い例 が ある が ， 2 年 から 16
に およ ん でい る． また 気管 支 喘 息症 例で 鼻 炎が 喘 息症

に先 行して い る 興 は1 例のみ であり， 逆に驕息 が鼻炎

先行 して発症している例 も1 例で ， 他 は 何れカ｛ 先か

診 上 では不 明 確 であつた ．しかし13 例の 気 管支 瑞 息 中

痰 ﾍ20才以 前 に発

している

反し ，鼻 炎 結膜炎 型の 花 粉 症では12 例中8 例が2
ﾋ 以後の 発症で あ る点に 興 弉… が もた れる． 鹸

成 績 　 表 3 に は 皮 内 反 応の 成績卜PK 抗体 価 ，眼 反

，
点 鼻 試験 ，吸入試験 の成績等を一括 し て 示 し た ． 表

の 皮 内 反応の成績

アレル ゲンの種 類を表下欄の

記 にし たが 一つて略

した．各患 者の 陽性
皮

内反応のアレル

ソ の 種 R ： rhinitisB 　 ： bronc

t 三 sU ： urticaria （⊇：Quink
Cs 　 oedem 類をすぺて記載 した が ，そ の 反応 の閾 値

アV ル ゲンエ キスの 稀 釈 度で表わし，10 の 嬲 数で記した

剰 数の 記 載 の な い も のは， P （ Paspat ）を 除いてす
ぺ
て3で（つま り 1 ：

00 の稀釈 液 に よ る反応 ）陽
性

のもので
あ

る，25 例はすべ てIVo

wDod エキス（Arternisia 　absinth

m ） に 陽 ｛生 で ， その 閾殪はIO ’ s 〜 ie − ：° で

る ． さ ら 1 こ25側 中 の 21 例は牧草 花 粉 に も 種々 の 程

に 感 作を 受けている． ま たブ タクサ花 粉 に対しては56
に陽性 で ， 木の 花 粉 に 対して は 9 例 36 ％，その他の Weed

ﾉは2 例8 ％の陽 毯であ つた ． 牧

花 粉 以外の花 粉 に 陽性 に なる率 は 2G 例・ 80 ％に 達し

い る ． H． D ． に対 してはioen40 ％ ， 真菌類

こ は U 例 44 弩 の陽 性率 であ つた． 　PK 抗 体はW

mwood に 対 し， 検査した 9 例全て陽 性を示 し た ，眼

応 も 皮内反 応閾 値 と同様 の 表 示 法 に て 表 に その
反

応の

値を
示

し

た．以 下点鼻試 験， 吸入誘発 試験も 同様 に 示し

，25 例 中眼 反応を実施し得たのは 19 例で ある が ，こ

らはす べ て ヨモギ花粉エキ ス 10 − ：〜 ｝O’
e

濃

度で 陽 性

示 し た． 点 鼻 試 験は 7 例 中 6 例 が陽 性 反応を 示した

花粉性
喘
息 13 例 中 王 O 例 に実 施した吸 入 誘 発試験 で は 眼反 応
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穂 の 閾値を み た 19例 で ，その 相関 を み た とこ ろ ，
5％ の

有意水準で 正 の相関 々 係を認め る結果と なつ た が ， こ の

．点 に 関して は 例数を 増 して 検討す る必 要があ る．

　　　　　　　　 牧草花粉との 関係

　25翩中21例 は牧草花粉 ， 特に Orchard　grass、　June
．graSSなどに 対 し皮内反応 で 陽性反応を示 し ， 明らか に

牧草花粉とヨ モ ギ花湧 に 同時に 感作さ れて い る こ とが 示

された の で ， 両者に 対する諸検査 の 総合成績か ら相互関

係を推定 し ， そ の 結果を表 3 の 備考欄 に 記載した ．症例

1 は 皮内反応 と眼 反応 の 成績か ら，牧草花粉よ りもヨ モ

ギ 花粉の 方 に 強 く感作され て い る こ とを示 して お りW ＞

G （W は WormWood ，　G は Grass の 略） と記載した ．

症例 2 は牧草花粉 の皮内反応が陰性な の で ， W の み とい

え る，症例 3 ，4 は 同様の 観点か らW ＝G と判定した ．

症例E7は皮内反応 で牧草花粉 に対す る閾値h；llO
−4

である

カζ
， これ に対す るPK 抗体測定，

「
眼反応 ， 点鼻試験，吸

入誘発試験 に お い て は すべ て 陰性の 成績を示 した の で ，

W の み と判定 した ．牧草花粉 エ キ ス の皮内反応で 閾値が

ヱG囀膿 度 よ り濃 い もの で ある場 合 ， そ の 粘膜反応が陰性

とな る こ とか ら ， 症例22 ， 25は それぞれW の み と判定 し

tcも．の で ある．以上 の 観点か ら25例を み る と，W の み 7

　　表 4　 ヨ モ ギ 花粉症並 び に ヨ モ ギ 花 扮性喘息25

　 　 　 　 　 　 　 　 例 の 皮 内反 応 成 績

… ゲ ・ 1 雛 数 腸 性率

症 伊lRh ［∩itis
123456879012

384679D12354511

】
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ー
ー

2222
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OOOQOQOOOOOO土
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Rhinit：s ＋Asthma
OOOQQOOOOOQOO長

新

B
小

小

村

村

能

吉

古

中

嵜

荒

発 症 月

例

5

　 ヨ モ ギ 花粉

　 牧 草花誘類

　 ブ タ ク サ

　 樹 木花 粉 類

他 の Weeds の 花 厨

　 HD

　真菌類

　 パ ス パ ー
　ト

　 食 餌抗原

514920136221　

　

　

　

　

11

1eG （％ ）

鼠

5636

　 840

必

1224

r例，W ＞ G14 例 ，
　W ；G4 例 とな り，牧草花粉の感作程

度 に よ り3群に大別す るこ とが で きた，しか しなが ら大

部分の 例 に お い て は
， 表 4 に 示すと な り， 皮内反応上 で

拡 種々 の 他 の ア レ ル ゲ ン に 対 し，感作 の 程度は弱い が陽

性 を示 して い る こ とは 先述 の とお りで ある．

．■一噌噌ヤ噛　囲　憎一　曽，一一 一尸　一一　一　r
−一一　＿　幽　1　一一＿一一　一　＿　一一＿　一一一一＿　曽　昌一

＝］
］

二『

123456789101112
月

図 3 ，発作季節 と 発症月発作季 節．

も認め りれ る ．多分牧草花粉 との 同時感作 の た め と考え

られ る．した が つ て ， そ の 発作季節 に つ い て も同様で ，

花粉症 で は 9 月を中心 と した 罹 患季節の 他 に 5 月 を 中心

と した季節に も発作を 認 め る．花粉性喘息 で は さらに複

雑で ，花粉症 よ りは 前援 に 延長 し，通年的発作を示すも

の もある が，8 月，9 月 ， 10月に発作
．．
の 増悪を認 め て い

る ，

発症 月 と発作季節

　図 3 は25例 の 発作季節と初発の 発症月を 示 した．発症

月 と して は 8 月，9 月 ， 10月の 他 に 4 月 ， 5 月 ， 6 月 に

ヨ モ ギ 属内花粉 エ キ ス の 相互関係

　今回の 研究に主 と して用 い た ヨ モ ギ 花粉 エ キ ス は AT・

te 【nis 弖a　absinthiurn の 花粉エ キ ス （Hollister−Stier社

製一Wor 田 wood 　Ext ．）で あ る ．札幌周辺 の ヨ モ ギ 属 は

Art ．　montana で あるの で ， こ の 花粉を採取 し，　 Coca ’

s

solution に よ る花粉 エ キ ス を 作製 して
n

， 皮内反応を実

施し両者 の 相互関係を検討 した　まず26例の 患者に 両 エ

キ ス 同時 に 皮内反応を実施 し ， 両者の 閾値をみ た 結果，

図 4 に 示すとお り両者の 成績 は よ く
一

致 し，皮内反応 の

力価と して ほ ぼ 同
一

と見倣 し得 る こ とを 認 め た ．さ らに

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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図 5　 ブ タ ク サ と他 の 花 粉 エ キ ス に よ る 皮

　　　　　内反 応 で の 相 互 関係

iこ1“＋
一

1 ＋
卜

14　　 17

4　 114

厭

」

」
団

R

＼

s

＼

＋

＼
N

　　　　　 1。
’310 ’410 −510 ’6io ’7i

。
−E

　1 
旧9

卜1。昌t．∈xt，

　　図 4　WormWDod 　Ext ．と エ ゾ ヨ モ ギ に よ る 皮

内 反 応閾値 の 比 較 と 各 Ext ．の P ・N ・U ・の 比 較
Wormwood 　pollen　extract （Hrtlister　Stier製）
　（Art ．　 absinthhlm ）

　　 ユ ：20濃度 の P．N 、＝ 209．4γノml

　　 1 ： IO，OOOts釈 エ キ ス ＝；42P・N ’U ／m ［

　Artemisia ・montana 　pollen　extract （自家 製）
　　 ユ ： 20濃 度 の P．N ＝ 2ユ8．Oγ1ml
　　 l ： 10

，
000氈釈 エキ ス ＝43p．N 、　U ！mL

表 5　 ア レ ル ギ ー患 者 に お け る Skin　 test 陽 性率

ア レ ル ギ
ー

患 者
健豪者 の

陽 性 率

十

3

4

6

十

32

玉

ア レ ル ゲ ン

i腸 性！例 数 1辮

SR ： Sbort　Ragweed ．

N ：　 Ketde，
SS ：　Sheep 　Sorre王　＆

　 　 Dock ．

、Vw ： 、Vorm 、v σod ，

H ．D ト リイ 10
匿』

Candida　　 10
−1

0rchard 　　 10
−，

、＞ormWood 　10一3

エ ゾ ヨ モ ギ 　 10
−i

．Nettle　　　 10
−3

Sorrel ＆ Dock
　 　 　 　 　 　 10

『s

ShDrt　Ragweed
　 　 　 　 　 　 lO

−s

Jap．　E 王孤 　　10
−s

 Vhite　 Birch10
−3

7S！22978

／22758

，
i229351

ユ491014231263127

14！1055

／204

／26

34．034
．425

．323

．423

，811

．511

．1

13．525

．015

．S

10．014

，35

．07

，1

9 ．7

S　40、1〜S43 ，8229 例

両者 の 蛋白窒素量は 図 4 の 下段 の 通 bで ， PNU か らみ

て も全く同
一

の もの と考 え られた ．実際 に 表 5 の 通 り，

札幌周辺 の 呼吸器 ア レ ル ギ ー患老 149名 に お こ なつ た

Wormwood 　 Ext ．10
　3

に よ る皮内反応 の 陽性率 と，同

じく42名に お こ なつ た Art・m 。 ntana 　 ExL 　IO
−e

の 皮内

反応の 陽性率は それぞれ23．4％ ，23．8％で ，よ く
一致 し

た．

ヨ モ ギ花粉 とブタ ク サ 花粉との 相互関係

表 5 に よ る と ， 札幌周 辺 部に 存在しな い ブ タ ク サ に 対

し皮 内反応 で 13．5％ （0〜15才）の 陽性率が 示 さ れて い

る，こ の 意味は種 々 の 可 能性を 示唆 し て い る が ， 特 に ヨ

モ ギ に よる共通抗原性 の 問題を検討して み た ．

　 ブ タ ク サ （Short　 Ragweed ；以下 SR と略記す る ）

と ヨ モ ギの 両者の 花粉 エ キス 皮内反応を実施 した 149名

の 相 互 関係 を 図 5 に み る と， 1／4例は ともに陰性で ，残

る35例 で は SR に 陽性を示す18例中77％に 相当す る14例

が ヨ モ ギ に 対 し陽性 と な つ て い る．しか し ヨ モ ギ に 対 し

陽性を 示 した 31例中 ，
SR に も陽性を 示 した もの et45％

に 当る14例 で あつ た ．そ こ で 両者に 陽性反応を示す患者

の 血清で ，
PK 反応 に よ る 中駆試験 を 試み た ．試験内に

お い て ， 患者 血清 （原 血清お よび 5 樒稀釈血 清）に 5GD

倍稀釈 Wormwo 。d　EXt ・を等量 混 合 し，一方 に お い て

は前記患者血清に 500碚稀釈 SR 　Ext ・を等量混合 し，

それ ぞれ 36℃30分 inCUDateした後 ， 皮内反応陰性者 に

械動転嫁 し ，72時間後 に それ ぞれ 図 6 に 示 した 通 り，

50〔｝倍稀釈 We τmwood 　 Ext ，に よ る中和血 済転嫁部 ｝こ

対 し て は SRIO
”3

　ExL を ， 他 に は WormwOGd 　 IO
−’

Ext ．を皮内に 注射 し， 20分後 に その 反応 の程度を観察

した ．そ の 結果 は患者血清中の Wormwood に 対す る抗

体 は SR ア レ ル ゲ ン に よ り中和吸収さ れて ， 後の Wo 「・

inwood の ア レ ル ゲ ン 注射 ぞこ は ほ ぼ陰性で あ るが ，
　 S　R

に 対す る抗体 は Wo1 皿 wood ア レ ル ゲ ン の 添加に よ り殆

ん ど中和吸収さ れず ， 緩の SR ア レ ル ゲ ン の 皮内注射に

対 し揚性の 反応 を示 した ．こ の 成績か ら ， SR は Wor −

mwOQd の 抗原的成分を持 ち 合わせ て い るが ，
　 Wormw −

ood は SR の 抗原的成分を殆ん ど持 ち合わ せ て い な い よ

うな結果となつ た が ，や は り弱 い な が ら も共通抗原 性が

ある とい うこ とに なろ う．もち ろ ん SRI こ対する陽性反

応 は ，他の Weeds （い ら くさ科 ，
タ デ科植物など） と
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　 穎 O 血f膏　　　　　　　　　　一 　　早O に Tro： 3fer

爰 内 反 応 WI 。
‘9

〔・ ）．SRI。
−4

〔・ ）　 　 Ch ・ししe ・ g・

TG−Mlo
−17

原 血 渦 ＋ 隻 食

10x 頃

◎
 ◎

30
　

　

　

対

ぴ

　

　
鑛

OXO

●

ChcLten。e　 SRIO
−3

原血 清 ＋ 5Ggxw
　 　 　 7x ワ

　 　 　 　 x3G

　 　 　 　 　 50C× W
　 　 　 　 　 8x8

◎
　 　 5x 砲 清 ＋ 1ea　「J　

・
s　Wt

　 　 　 　 　 7x7

原 臼 済 † 主 食
　 ！o × lo30x30

◎
生 食 対 照

oxo
　 　 　 o

CheUenee 　 Wlo
−3

◎
3°x28

原 瑜 渦 ＋ 500 ×SFミ

0 　 6夏o

図 6．PK 反 応を 応 用 し た 中 和 試 験 ．

原唖 蒲 ＋ 500× SR

　 　 　 5x5

○

5x虹 漬＋ 500xSR

O 　
s ” 5

　　　　　　　‘

5x 血 溝十 lOOOxSR

O 　i°Xl °

原 血義 ＋500× W

O
　 　 　 3 × 3

の 交叉反 応性 も示 唆 され て い る の で ， こ の 点 に 就 い て は

なお充分の検討が必 要 である．

表 6　 ヨ モ ギ の 種 類 （主 に 平地 性 ， 高 山 性

　　　　　　の もの は 除外）

考 案

　わ が 国で は従来よ り花粉症 はきわ あ て ま れとされて い

た が ，こ の 約IO年間 に 冒光 ス ギ花粉症
S｝
．関東地方の ブ

の 交叉反応性も示陵されて い る の で ，こ の 点 に つ い て は

タ ク サ 花粉症
9）ze］

， カ ナ ム グ ラ 花粉症
IU．12⊃， 札幌地方の

牧草花粉症
1） 2）

が ，　 さ らに 関 東地方 で イ ネ 花粉喘息
IS》b；

報告され た．四 囲を海 に 囲まれ た湿度 の 高 い 日本 で は ，

米国，欧州諸国ほ どに 花粉 の 飛散 に適して い ない こ とも

事実で ある が ， 局地的に は個体の 素因 と気候 ， 風 土 ， 植

物分布と密接に 関係 して ， 充分 に 本邦 に お い て も花粉症

の 成立する こ とが 立証された とい え る．

　キ ク科の 植物で 花粉症 の原因 となるもの は多 い
t3 ）tl；，

本 邦 で は ブタ ク サ 属植物が黒船 の 来邦 と と もに 漸次拡が

つ た もの で あをに 反 し ，ヨ モ ギ 属植物は 古来よ りわ が 国

に 広 く分霜 して い たもの で ， そ の 種類も多い ，そ の 主軸

は 北部 で は ATt・m 。ntana で ，本州以西部で は Art ・

pr三nceps ， 九州地方で は さらに Art ・indica で ，何れ

も Vulgares−Mongollcae 系 の もの で あ る ．しか し表 6

の とお り，ヨ モ ギ属種類 は世界各地 に あ り，日本固有 の

属で は な い ．北米 で は ヨ モ ギ は ブ タ ク サ 同様 に 豊富 に 分

　 （1 ）北 海 道 （
＊本 粥 に も 産 す ）

Artenii3ia正lttQrlcola　 Kitamura

Art．　japonica　Thunb ，
Art ．　keiSkeanaム｛三q．
Art 、　 ste1 至eriana 　 Bess，
Art ．三wayo 皿 ogj 　 Kitam ．
Art ．　koidzu 皿 i　Naka 三．

Art ．　 montana 　Pamp ．

ハマ オ ト コ ヨ モ ギ

オ ト コ ヨ モ ギ
＊

イ ス ヨ モ ギ
＊

シ ロ ヨ モ ギ

イ ワ ヨ モ ギ

ヒ n ハ ウ ロ ジ P ヨ

モ ギ

ェゾ ヨ モ ギ
＊

（2 ）本 鰭，四 国 ，九 州 （
＊＊

欧弼に 広 く 分 布 ）

Art．　 annua 　 L ．
Art 　 apiacea 　Hance

Art ．　fukudo 　Makino

．Art．　capillaris 　Thunb ．

Art．　feddei　 Lev ．
　 etlvan

Art ．　monophyl1a 　Kitam ・

Ar £．　 indica　 Willd ．

Art・princeps　Parnp・

（3 ）主 に 欧 米 に み ら れ る も、の

ク ソ ニソ ジ ソ
＊季

カ ワ ラ ク ソ ニ ソ ジ

ン （中 国 よ り帰化）
フ ク ド （朝鮮 に 及

s ）
カ ワ ラ ヨ モ ギ （朝 ，

満 ，中，台
，

フ イ

V ピ ソ ）

ヒ メ ヨ モ ギ （朝、
溝，中，台 ）

ヒ トツ パ ヨ モ ギ

〈本州固有）

昌 シ ヨ モ ギ （琉 ，

台，中）

ヨ モ ギ （朝 鮮）
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Art ．　bi已 nnis 、、
厂i11d，

Art．　vu 】garis　L ．
Art ．　 absir ユth 孟um 　 L ，
Art．　 maridma 　 L ，
Art ．　 caudata 　Ivlichx．
Art ．　glauca　 Pa1L

Art ．　serrata 　Nutt．

Art ．　 lengifo！la　Nutt ．

ATt，　 ludoviciana　 NuttE
Art 、　 gnaphaledes 　Nutt ，
Art ，　 tridentata 　 Nutt，

Blennial
　 　 wormwood

MugWort

 Vorrnwood

Sea　 wormWQod

Tall　wormWood

Blue・green
　 　 WQrmwood

Saw．tQOthed
　 　 wormwood

Long −1eaved
　 　 wormwood

Dark ・leaved　 sage

Prairie　 sage

G 且ant 　sagebrUsh

布 し
， 特 に 西 部で は秋の 花粉症 の 原因植物と して ブ タ ク

サ属に 次 ぎ重要 で あると IN’odehousei ’ ）
は述 べ て い る

が ， そ の 中で ヨ モ ギ 属 の 意義 に 関して は すで ｝こ Hall ＆

CrementS （1923） に よ り詳述 さ れて い る と記載してあ

る．しか し一般的に は ヨ モ ギ花粉症 は ブ タ ク サ 花粉症 ほ

ど目立つ て は い ない ．一方地中海沿岸諸国を 除 く欧州 で

は イ ネ科植物が優位 を占め ，
Weeds に 属す る タ デ 科 の

Rumex 　 spP ．
，

ア カ ザ科 の　Chenopodium 　 spP ．
， キ ク

科 の rArtemss1a　 SPP ．などは 比較的少な く， キ ク 科の

AmbrQsia　spp 。は 殆 ん どない とされ 、 した がつ て ブ タ

ク サ 花粉症の 如き秋型の 花粉症 は きわ め て少ない
L3）

とさ

れ て い る、実際 に フ ラ ン ス の 花粉症 の 報告
ゆ

で は ， や は

り牧草花粉に 感作され て い るものが 優位 で ，Weeds に

よ る もの は 少 な い ．ポ ー
ラ ン ドで も同様 で あ るが ，ヨ モ

ギ の 皮内反応 で は20％程度 の 陽性率
L5）
を示 して い る．し

か し何れ に して も，ヨ モ ギ花粉症として の 報告 を み て い

ない ．本邦で は ヨ モ ギ花粉症 と して の 報告は こ れ が 初め

て で あ るが ， 第 17回 ア レ ル ギー
学会 口 演発表

毫工
（昭和 42

年熊本〉 の 際 に は 隆矢 ら
且2，

に よ り Artemisla 　 princeps

に よ る ヨ モ ギ花粉症 2 例 の 追加報告が あつ た、つ まり本

瘴の 発生は ヨ モ ギ の 分布か ら考慮す る と，本邦で は札幌

周辺に 限 られ た もの で な く，検索すればな お み られ る も

の と考え　bitる．

　 ヨ モ ギ 花粉 は 楕円型で ，イ ネ 科 の 単孔型花粉 よ り小 さ

い が，走査電子顕鐓鏡の 写真で み る とお り表面に 多数の

棘状突起を認め るの で ，牧草花粉以上 の 飛散性を推定で

きる．また こ の 開花期 は 8 月下旬以後に な るが ，
ブ タ ク

サ がない の で ，
こ の 時期の 花粉の 量的な面か らは ほ 砥 ヨ

モ ギ 花粉 の み の 飛散季節 とな る、飛散期間 も約 1 カ 月に

お よぶ の で ，札幌周 辺で は秋型の 花粉症 の 原因花粉と し

て 最 も重 要な もの とな る と考えて い る ．

　 患者の 発生数に お い て は 牧草花扮症 の 方が多 い が ，こ

れ は 植物分布の 量的差 ， 飛散期間差，花粉の 感作力 の 差

など種 々 の 因子の 総和 の 差と見倣 し得る．患者の 地域的

分布 は 札幌ば か ワで な く ， か な り広範囲で ，ヨ モ ギ 繁生

地 の 分布に した がつ て い るの は 当然で あるが ，25例中の

8・IY。 が牧草花 粉 に も感作 され て い る の は
， 牧草地 と ヨ モ

ギ 繁生地 が 入 り混 つ て い るた め と考え られ る．

　 25例 の ヨ モ ギ 花粉症 の 中に 6 例 （3 組）の 家族罹患例

が存在 して い るが ， こ れ は ア F ピー素因 の遺伝的背景に

同
一

環境に 生活す る 同
一

家族内とい う点か ら ， 当然予想

され る とこ ろ で あつ た ，こ の よ うな観点か ら，家族例の

発見は ア レ ル ゲ ソ 診断を容易 に して くれ る の で ，きわ め

て 重要 で ある．

　 本症 の 発生頻度 ， 性別，年令あ る い は症状等に 開して

は なお 相当数 の 患者数を増して検討する 必要 が あ るが ，

症 状 で は 鼻炎 が 最 も多く結膜炎，曙息 の 順 に 出現頻度の

高か つ たの は 牧草花粉症
η
と同様であつ た．た だ ， 第 1

例で は 著明な 眼球結膜浮腫 Chemosisが 来院 の 契機 と な

つ て ts　D ，
こ れが atoplc 　 acute 　 conjunCtivitis の

一

つ の 重要な徴塵
且η

で もある の で ，注意して 詳細に 症状を

聴 取 す ぼ こ とが 大切 で あ る ．また本症中 の 花粉性瑞息は

13例 52％ に認 め られ た が ，牧草花粉症の そ れに 比 し高率

に な るの で ，ヨ モ ギ 花粉症 で は ， な お 鼻炎 ，結膜炎型 の

患老が 潜在 して い る こ とが 予想 される．

　 さて 撲査成績 に つ い て み ると，皮内反応の 結果か らlt

すべ て の 症例が ヨ モ ギ に 強く感作され て い るの は もち ろ

ん で ある が ， 多 くの 症例 で 大な り小な り他 の 盤草 （Wee −

ds）花粉 ，牧草花粉 ，樹木花 粉 に 同 時 に 感作 され て い る

こ とが分る．前述の とお り ，
ヨ

’
モ ギ 繁生地周辺は 他 の 植

物の 繁生 も多い が ， それ と ともに すで に 信太が 指摘
V

し

た とお り，患者個体が 花粉 に 感作されやすい 素質を も持

ち 合わ せ て い る ごとを 示 唆す る もの と思わ れ る．皮内反

応 の 閾 値，P に 抗体価，点眼，点鼻 ， 吸入誘発試験 の 成

績 か ら，牧草花粉 とヨ モ ギ花粉 の 相互 関係で 3段階に分

け た が，元来花粉症 の 場 合自然 環隻の 影響か ら種 々 の 組

台 わ せ が 生ずる筈 で あ る ．した がつ て b れ われが こ こ に

挙げた25例で は ，主役的 ア レ ル ゲ ソ が ヨ モ ギ 花粉 で ある

と い う点 で と らえ た もの で あ る．こ う して み る と ，
ヨ モ

ギ 花粉の み に 感作され て い ると見敷される症例 は 25例中

7 例 と考 え られ る ．樹木花粉に 対 して は 36％に 皮 内反 応

で 陽性に な つ た が ， 強い 感f乍 を 示 した もの は 1 例 の み

で ，こ の 点で 拡 ハ ウ ス ダ ス トに よ る感作と伺程度で ，大

部分は 弱 い もの であつ た ．皮内反応の 閾値と眼反応の 闘
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値 の 間に は ，儀 か 19例 の 成績 で はあるが ，正 の相関 が認

め られ る、こ れ に よ ると，10
’5
渡度 エ キ ス （42P ．N ．U

！ml ）の 皮内反応陽性者 は m
鹽
濃 度 エ キ ス で 眼 反応が 陽

性 を示す こ とに な る．こ の 点に つ い て は さらに 例数を増

して検討する予定で ある ．発作 の 季節性 に つ い て み る

と，ヨ モ ギ花粉症 の 大部分の 例で ， 5 月，6月 の 発作の

後 に 8 月，9 月，10月の 発作を認め て い る．また花粉性

喘息で は 8
，

9
， IG月の 増悪季節は もち ろ ん

， 花粉症同

様に 4 ， 5 ， 6 月に も発作を認め て い るが ，
こ れ は樹木

花粉 ，牧草花粉 との 同時感作の 影響を考慮せ ざる を得な

い ．花粉性喘息で通年発作を示す例の多い こ とは ， 花粉

症よ りは ， は るか に 複雑な ア レ ル ゲ ソ 構成を示 して い る

こ とも事実で は ある が ， ア レ ル ゲ ソ 側の 因子のみ で律し

きれ な い 印象を受け る ．

　 Worrnwood 　Ext ．（Art．　 absinthium
，
　HoZllster　Stier

社製）と作成 した Art・montana 　 Ext・（エ ゾ ヨ モ ギ ）

の ア レ ル ゲ ソ と して の 力価を 比較検討 した結果 ， 患者の

皮内反応閾値と ニ キ ス の P．N ．U か らみ た場合は ， 両 ニ

キ ス は 全 く同
一

力価 と見做 し得 る し ， また Common 　Sa・

ge，
　Anual 　 Sage

♪
Mugwort （何れ も Hollister−Stier

社製〉の X キ ス に 対 して も 同様 の 態度で あつ た の で ，

ATtemisia 　 SPP ・の 花粉 は ア レ ル ゲ ン 的 に ほ ぼ 同
一

に 見

倣 し得る と考え られ る．さ て 、 札幌周辺 に な い ブ タ ク

サ に 対 し，13％ の 皮内反応陽性者 が 認 め られ る こ とは

す で に述 ぺ た が ，こ れは 同 じキ ク科植物，特に ヨ モ ギ の

花粉 の 共通 抗原 性に よ る反応 を疑 つ て 検討して み た ．プ

タ ク サ 花粉 と他 の 花粉 との共通抗原姓 に つ い て は 未だ充

分 に 検討さ れて は い な い が ，
WodehDuseL‘）

は プ タ ク サ

と ヨ モ ギ 花粉が ア レ ル ゲ ソ 的 に 密接な関係 に あ る こ とを

示唆 して い る．わ れわれ の 成績 で は 僅か に 共通抗原性を

認 め る結 果 とな つ た が ，こ の 成 績 の み で 先述の 皮 内反 応

の 結果 を すぺ て 説明す る こ とは 困難 の よ うで あ る，他 の

Weeds
， 例えば イ ラ ク サ 科 ，タ デ科等 の 植物とブ タ ク サ

ニ花粉 の 共通抗原性 の 存在を 否定し得な い し j さ らに こ れ

ら植物の 花粉 との 関係 の 方が あ るい は強い か も知られな

L
い ．こ れ らの 諸点に つ い て は さ らに 検討され る 必 要があ

る ．

　以上札幌地 方 の ヨ モ ギ 花粉症 につ い て 述 べ た が ， われ

わ れ の 周囲に は な お検討され るべ ぎ多くの 花粉が存在す

る．花粉症自体は もち ろ ん 札幌地方 に の み 限つ た もの で

は ない の で ，他 の 地方で も， 植物 の 分布 に よつ て は なお

か な りの 花粉症が潜在す る こ とが 予 想 さ れ る．本邦の 花

1粉症 に つ い て
一

層 の 検討が 望まれ る。

結　語

　札幌市周辺地区の花粉飛散状況と豊富な ヨ モ ギ の 分布

か ら，エ ゾ ヨ モ ギ花粉に よ る 花勃症 の 存在が 予想 され て

い た が ，種 々 の 調査と検査の 結果 ，
ヨ モ ギ 花粉症 の 存在

力竃明 らか に なつ た ．

　 1）　札幌地方 の 空中花粉飛散調査の 結果で は ， 8 月中

旬か ら 9 月下旬ま で を，エ ゾ ヨ モ ギ花粉液散期間 と見做

す こ とが で きる．

　2） 患者 は 5才ない し55才 の ヨ モ ギ 花粉症 12例，ヨ モ

ギ花粉性喘息 ！3例 の 合計 25例で ，男11名 ， 女14名で あ

る．い ずれ も札観市近郊 の H モ ギ 繁生地 に 居住する者に

多く，こ の 内 3縊 の 家族内羅患例 があつ た ．

　3） 検査成績で は ，
WormwODd 　 pollen エ キ ス に よ

る皮内反応 の 閾値は 10
−’

ない し10
−’

膿 度 エ キ ス で あり ，

PK 抗体価 は 1 ：10な い ．し 1 ： 625を示 した ．眼反応 ，

吸 入 試験 で も10
’t
ない し10

髄6
濃度 の エ キ ス です ぺ て陽性

の 反応を示 した ，皮内反応上で は 弛 の ア tzル ゲ ソ に も陽

性 を 示 して い る が ， 特 に 牧草花粉に 対 して は 84弩 の 症例

が感作を受けて い た ．

　4）　 した がつ て 患者の 発症月 と発作増悪期 は 初秋の ほ

か に初夏の grass　 season 　に も認 め られ ，気管支喘息 で

は さ ら に 複雑に な つ て い る が ，典型的花粉症で は初秋の

発作招来が著明 で あつ た ．

　5）　 ア レ ル ギ ー患者の 皮内反応 で ，Wommwood （ArL

absinthium ） と自家製 エ ゾ ヨ モ ギ （Art ・mOfitana ） エ

キ ス に 対 し ， ともに 10
曽3
濃度で 23駕強の 陽性率を示 し，

ま た ヨ モ ギ 花粉症患者 に おけ る両者の 皮内反応 の 閾値は

きわ め て よく
一

致 した．札幌地方に ない プ タ クサ の 花粉

と ヨ モ ギ 花粉の 共 通 抗 原 性 を PK 反応 に よる 中和試験 に

よ り追求 した結果，な お 鹸討 の 要があ るが，弱 い なが ら

も共通坑原性を認め た ．

　 （本論文 の 要旨は 第 17回及 第18回 日 本 ア レ ル ギ ー
学会

総 会に お い て 発表 し た．）
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            Ezo-Yomogi (Artemisia Montana)  Pollinosis in Sappore, Hokkaide,Japan

                          YQshinorl  SN'agatsuma and  Takae  Shida

                Dept. of  Pediatrics and  Internal Med{cine  Sapporo City Hospital.

    Twelve cases  ofpollinosis  and  13 cases  efpellen  asthma  caused  by Eze-Yomogi CArtemisia montana)

pollen "'e;e  examined  in Sapporo, Japan.
    AT[emisia  montana  is the most  commen  specics  of  this genus in Sappero.

    On  pollen surs.eys,  Ezo-Yomogi  pollen was  found from the  rniddle  ofAugust  to the  end  of  September.

    High sensitivit]-  to "'ormweod  pollen in these  patients was  confirmed  by intradermal tests and  prov-
ecation  tests whlch  were  examlned  on  eye,  nese  and  bronchus.

    The  most  ofthe  patients were  also  sensitive  to grass pollen and  the  symptoms  were  occured  not  onl}t

in thc  bcginn{ng ef  autumn,  but in the  bcglnning of  stimmer.  Heweyer,  the patients of  typical  Ezo-
Yomogi  pollinosis "rere  seen  late in summer.

    FTom  the  results  of  intradermal tests with  the  pellen extracts  efwormwoDd  <Art, absinth{urn)  and

Ezo-Yomogl  (Art. montana)  in these patients, the  th[eshold {end point of  antigcn  dflution) values  of  skin

reactions  with  both extracts  were  samc  value  in each  patient.

    T'he authers  consider  that Ezo-Yomogi  pollen play a  dominant role  for the development of  clinical

manifestations  in the  patients.

                                 -

I.I1l

         Light and  Electron Microscepic  Studies of  Subcapsular LesionE Induced by Loeally

                          Inoculated Homologous  Lymphoid  Cells

                         Tokichl Yumoto, and  Yoshiharu Mikagi,

                   Department  of  Pathology  <Chief: Proft M.  Hashimoto),

                                   Kyushu  Unlversity

                  Noriyuki Nagamatsu,  Kosei Takayama  and  Hidemi Kano

    Department of  Third Internal Medicine  (Chief: Prof, T. Masuya), Faculty of  Medicine,

                                  Kyushu  University,

    Light and  electron  microscopic  studies  of  thc  local graft versus  host reaclien  (GVHR> in the  kldney

which  inoculated donor spleen  cells  in subcapsular  spaces  ofFl  hybrid rats  were  carried  out.  Thc  animals

were  sacrified  15 hours, 3, 5, 7, l4, 28, and  35 days after  thc  subcapsular  iajection,

    1, The mest  prominent  reactions  were  observed  in 7 days after  the  subcapsular  iojection and  they

showed  cytologicalEy  distinct{ve cellular  infi]tration. The  changes  ef  renal  weight  coincide  with  ceursc

of  lesions.

    2. Early stage  of  the local GVHR  consisted  of  mainly  lyrnphDc>'tes of  large or mediurn  sizes  and

large pyroninophilic cells.  Large  pyroninophilic cells posscss characteristic  apPearance  by light and

electron  niicroscope.  After 14th days reactiens  there  were  seen  presence  of  plasma ceUs  and  lyrnphocytes.
Morphological transformation  between large pyraninophilic  cells  and  plasma  cells  was  light and  electron

microscoplcally  noted.

    3, Extens{ve invasien and  destruction of  the  renal  parenchyma  were  found from 7 to 14 days after

the  iajection. Complete repalr  of  renal  parenchyma  were  seen  parallel with  disappearance of  ceU  in-
filtration by local GVHR  after  gO days the  iajectidn,

    4. one  may  justly say  that  proliferation cells in early  stage  ef  local GVHR  derived frorn doner

cel]s. This  reactions  is consideTcd  to represent  method  of  study  of  immunologically  competent  cells.

    s, Morphological difllerentiation and  origin  of  immunDlogically  competent  cells were  dlscussed,


